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燃料電池用触媒を目指したコバルト錯体触媒の開発

立教大学理学部化学科 和田 亨

エネルギー・環境問題の観点から、燃料電池が注目されている。燃料電池が普及する上で大きな問題となってい

るのが、触媒として用いられている白金の価格高騰である。白金に替わる金属触媒の探索は重要な研究課題と

なっている。本研究で開発した複核コバルト錯体は、化学的および電気化学的な酸素還元反応に対して触媒活性

を示すことが明らかとなった。特に、回転リングーディスク電極を用いた電気化学測定から、本反応系では過酸化

水素を生成することなく、水の四電子酸化反応による水の生成を選択的に触媒することが分かった。
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Models of Cytochrome c Oxidase

Functional Models

１．酸素の四電子還元反応 2．これまでの錯体触媒

3．酸素還元反応の平衡電極電位 ４．合成

５．共鳴ラマンスペクトル
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Conditions

Solution A : [Co2(µ-O 2)(bpy)2(btpyan)](PF6)4 (40 µM, 0.5 mL)

Solution B : FeCp2 (200 µM, 0.5 mL)

Solvent: HClO
4
 (20 mM) in Benzonitrile 

Reaction: Stopped-Flow RSP-1000 (UN ISOKU)

Temp.: 22˚C
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６．サイクリック・ボルタンメトリー ７．化学的還元反応

８．還元電位の依存性 ９．回転リングーディスク電極測定

１０．電気化学的酸素還元反応 １１．反応機構

現状では基礎研究の初期段階ではあるが、白金以外の金属を用いた触媒であること、過酸化水素を副生

しないという特徴は、分子性錯体触媒の可能性を示すものだと考えている。錯体触媒は精密に分子設計でき

ることから、鉄など他の金属元素への展開や高活性化も可能である。


